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このことについて，令和３年度取組実績及び令和４年度取組内容の提出を受け，当

審議委員会で検討したところ，概ね推進計画を尊重して取り組まれていると判断しま

したので，ここに報告します。 
 なお，審議委員から次の意見がありましたので，あわせて報告するとともに，今後

の市政に生かしていただくようお願いします。 
 
【意見】 
 令和３年度においても新型コロナウイルス感染症は拡大と収束を繰り返し，私たち

の健康をはじめとする個々の暮らしや企業の経済活動に大きな影響を与えました。そ

うした中で，基本的な感染対策とともに国，県，市が一体となって進めたワクチン接

種などの取組により，かつての日常が戻りつつあります。 
 人と人との接触に制限がかかる社会は，市民と行政の関わり方についても見直すよ

い契機となっています。三次市が一早く取組を進めているデジタル技術の積極的な活

用などにより，コロナ禍を乗り越えた先の新しい未来に向け，単にコロナ前の状況に

戻るのではなく，発展的回復をしていくことが望まれます。 
 三次市の未来を切り拓いていくためには，限られた資源を生かす効率的な行財政運

営とともに，市民や企業，団体等との対話・協働を進め，その力を最大限に引き出し

応援する，連携と協働の地域づくりが不可欠です。  
 三次市行財政改革の基本理念である「透明・参加・選択」に基づき，市民協働と変

革力のある市役所づくりを進め，市民や企業，団体等の力を引き出し応援するととも

に，広く情報発信と共有を進めながら，引き続き，行財政改革の推進に積極的に取り

組んでいただくことを期待します。 
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